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第27回学術集会（テーマ：未来を

ひらく）は、全面 WEB 開催となり
ましたが、2020年9月1日～9月28日
（メイン日程9/12-13）をもちまし
て、無事に終了することができまし
た。ご参加・ご協力いただきました
みなさまに深く御礼申し上げます。
日本家族看護学会としては初めて

の WEB 開催となったことから、どのくらいの方々に
ご参加いただけるのかずいぶん心配いたしましたが、
みなさまの温かいご支援とご協力により、573名（会
員306名、非会員198名、学生69名）にご参加いただ
くことができました。
メイン日程では、田村毅先生による特別講演「医療

者として・当事者として家族を語る：アタッチメント
（愛着）とジェンダー」や2つのシンポジウム、理事
会横断企画を含む7つの委員会企画、7つの交流集会
でそれぞれ活発な意見交換ができたことは大変よかっ
たと思います。また、松永美穂先生による市民公開講
座「家族の喪失と再生の物語―アルプスの少女ハイ
ジ」にも多くのご参加をいただきました。口演30題、
示説40題についてはPPT動画により幅広いテーマで
の興味深い研究をご発表いただきありがとうございま
した。なお、メイン日程開催後のオンライン配信につ
いて、一部のプログラムで配信までに時間を要し、ご
不便をおかけしたことをお詫び致します。
最後に、名古屋で直接お目にかかれなかったことは

残念でしたが、制限ある環境の中でも会員相互の学術
的交流が図れたことを感謝し次につながることを期待
しています。

日本家族看護学会 第27回 学術集会を終えて
第27回学術集会 会長 浅野みどり

NEWS Letter 第16号は、日本家族看護学会第27回学術集会の様子を中心にご報告させていただきます。
第27回学術集会は、新型コロナウイルス感染症の影響により、日本家族看護学会初のWEB開催となりました。

シンポジウムⅠ 26th-27th-28thつながるシンポジウム
あたらしい生活を見据え、今できること・すべきこと、今だからできること

ーポストコロナ時代の家族看護学にむけてー に参加して
櫻井 大輔(東海大学医学部看護学科）

前回大会から始まったつながるシンポジウム企画。今回はコロナ禍・ポストコロナ時代における家族
看護学について、様々な立場で活躍されている方々の活動をもとに議論されました。

発表内容から、『その事象にあるニーズを掴みつながること』が共通していたと思います。コロナ禍
で失われてきた『家族・地域とつながるという日常』を様々なツールを用いて紡ぎ、『生活する上での
当たり前』を取り戻していく支援が今必要であると感じました。特別なことではない今までやってきた
家族看護実践を、コロナ禍で得られたこととつながりながら行っていくこと、それこそが社会から求め
られているポストコロナ時代の家族看護（学）と言えるのではないでしょうか。私自身、つなぐことの
スペシャリストとして、社会に向けて一歩踏み出す勇気をもらえるシンポジウムでした。



市民公開講座 家族の喪失と再生の物語 ーアルプスの少女ハイジ 座長を終えて
影山 葉子(浜松医科大学医学部看護学科）

今回の市民公開講座は、『ハイジ』という多くの人に馴染みのある
文学作品を手がかりに、文学の視点から「家族」を考える機会として
企画をしました。COVID-19 感染拡大という未曾有の状況下、今回の
学術集会は、当初は全く想定していなかったオンラインという開催形
式となり、厳しい現場の報告や、緊張感のあるテーマや議論も多かっ
たと思います。そのようななか、松永美穂先生に導かれ、ハイジを取
り巻く人々によって新しい家族が形成されていく物語の結末や、ハイジゆかりの地の楽しく美しい画像の
数々に引き込まれ、本講座は暫しの癒しの時間になりました。COVID-19 によって、企画者としては当初
の想定とはまた違った“文学の力”を実感できたひとときでしたが、皆さんはいかがだったでしょうか。

2020年9月13日にシンポジウム２「家族をひらく、家族がひらく」が開催され
ました。中日青葉学園 児童心理治療施設わかば館の近藤先生からは、家族はこう
あるべきという固定化された家族の価値観から脱し、穏やかに家族と関わること
が大切というご示唆をいただきました。大妻女子大学の野辺先生からは、社会学
の立場から理想の当事者像を押し付けないことが重要であり、支援者としてやっ
てはいけない対応についてご提示いただき深い学びを得ました。NPO法人コド
モ・ワカモノまちingの星野先生からは、遊びを通した人間らしい生活のあり方
についてご示唆をいただきました。ウェビナーという新たな方法で開催されたシ
ンポジウムでしたが、参加者とシンポジストの間で、活発な質疑応答ができまし
た。看護職として、家族個々の価値観を大切に関わっていきたいと思いました。

シンポジウムⅡ 家族をひらく、家族がひらく に参加して
安武 綾(熊本大学大学院生命科学研究部）

NEWS Letter第16号をお読みいただき有難うございました。
2020年は、新型コロナウイルスに翻弄された一年でした。

ニューノーマルな形での学術集会が行われたお蔭で、日時や場
所にとらわれずに参加できるWEB開催の良さを知ることがで
きました。さまざまなご対応に追われるなか、御寄稿ください
ました先生方に感謝申し上げます。

（担当委員：根岸茂登美 委員長：荒木田美香子）

＜編集後記＞

WEB開催学術集会を企画・運営して
第27回学術集会 企画委員・事務局担当 大村 知子

本学術集会のWEB開催への変更が決定したのは2020年4月末のことでした。その後、どのようにすれば
参加者の満足度を高めることにつながるだろうか、オンラインであっても双方向のコミュニケーションを
大切にしたいと、検討を重ねてきました。メイン開催では皆様のご協力のもと、たくさんのプログラムを
大きな混乱なく進めることが出来ました。また一部オンデマンド配信をすることで、多くのプログラムに
参加できたとの好評価も頂き嬉しく思います。ご迷惑をおかけしたこともあったと存じますが、お許しい
ただきたく、今後の学術集会運営の参考にしていただければと思います。ご参加いただいた皆様、学術集
会の企画運営を支えていただいた皆様に心よりお礼を申し上げます。

日本家族看護学会第28回学術集会のご案内
日時：2021年10月2日（土）～ 3日（日）
学術集会テーマ：「勇気をもって、新たな知の冒険へ」
学術集会長：山本 則子
（東京大学大学院医学系研究科高齢者在宅長期ケア看護学分野）

会場・開催方法：東京大学本郷キャンパス（安田講堂・東京
大学大講堂）・ハイブリッド開催
学術集会ホームページ：http://procomu.jp/jarfn2021/
学術集会Facebook：
https://www.facebook.com/events/589486285228665/
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